
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       中央のスプーンの形の照明の下には、アクリル樹脂に封印された薔薇。 

右の一輪挿しの花瓶にはガーベラ。 

今年の表紙は、少しシュールな表現で幕開けしてみました。 

あ、今年の主役の‘ドラゴンくん’を忘れていました。 

壁にもたれ掛かった控えめな姿に、いとおしささえ覚えます。 

（施設長） 

    

令和６年１月号 

青葉だより 
寒中お見舞い申し上げます 



 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 月 20 日は 4 年ぶりの餅つき大会！！ 餅をつくときに皆様一緒に「よいしょ！！」

のかけ声。餅つき大会は大盛り上がりでした♪  

御自宅で餅つき経験のある御利用者様もたくさんおられ、餅を丸める手つきがすばらしく、

職員も顔負けでした！！ 

つきたての芋餅はその場で召し上がり、「やっぱりつきたてはおいしなー♪」と大喜び。 

天井に餅が飛んだり、石臼から飛び出したりのハプニングもありましたが、とても賑やかで

楽しい餅つきになりました★ 



 

通所 おやつ作り 
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１２月はクリスマスケーキ作り。 

テーブルごとに分かれてスポンジケーキに生クリームを

塗り、乗り切らないくらいのイチゴとバナナをのせて、デコ

レーションします。 

仕上げには、職員が作ったイチゴのサンタクロース♪♪ 

「クリスマスケーキなんて初めて作った♪」「これなら家

でも作ってみたい」など、嬉しい声が聞こえてきました。 

とても盛り上がった楽しいおやつ作りでした！ 

今回初めて施設のケアマネ

をさせていただきます。 

今後も各部署のスタッフと

連携を取りながら、利用者

様やご家族様に満足してい

ただけるような関わりを持

っていきたいと思います。 

１月に入職しました。 

前職は回復期病棟で勤務

していました。分からな

い事もあり、ご迷惑をお

かけすると思いますが、

早く仕事を覚えて少しで

も皆様の役に立てるよう

に頑張ります。 

よろしくお願いします。 

 

介護支援専門員 松浦芳和 

理学療法士 二宮 巧 介護福祉士 松澤 蘭 

作業療法士 吉平 佳司 

10 月より勤務させてい

ただいています。 

小さなことからコツコ

ツと、利用者様の生活に

寄り添いながら一緒に

成長していければと思

います。 

よろしくお願いします。 

青葉荘で勤務することに

なり、毎日が新しい発見

と吸収ばかりです。1 日で

も早く馴染むよう頑張っ

ていきたいと思ってま

す。これからよろしくお

願いします。 
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施設長の雑記帳  

ベランダの闖入者～続編～ 

(前回の要旨) マンション 6 階北側のベランダ物置下の 空間に ムササビが住み着いていたのを発見。再び来ない

よう、レンガなどで 出入り口を閉鎖し万全の対策を取っていましたが・・・・。 

 

数か月後、物置下のレンガが少しズレているのに気づきました。覗いてみると中は一面の杉の樹皮。箒で中をつつ

いてみると、予想通り太ったムササビがのっそりと退散していきまし

た。樹皮を掻き出していると、もう 1 匹出現。あの重いレンガを動か

し、夫婦で生活していたのは全くの予想外でした。  

樹皮を 全て掻き出した後 、今度は大型のブロック で 完璧に塞

いでいると、シーシーといった金属が擦れるようなかすかな‘音’が

聞こえてきます。そっと物置の底板を開けてみるとなんと生まれた

てのムササビの赤ちゃん。目も見えないようで、鳴くばかりです。 

壊れ物を扱うようにそっと取り出し、樹皮を敷き詰めた小さな段

ボールに入れました。裏山からは、それに呼応する同質の‘鳴き声’

が聞こえます。ムササビの親からすれば、人間という得体の知れな

い動物に触れられていると思うと気が気ではなかったのでしょう。 

さてこの子を裏山に戻しても、他の動物に襲われるのが心配です

ので、親が迎えに来てくれるのを期待し、一晩ベランダに置いてみ

ることにしました。３月とはいえまだ寒く、周囲をダンボールで囲い

ました。夜中には、赤ちゃんを確認しましたが、翌朝にはいなくなっ

ていました。 

これで一安心。 ところでどうやって運んだのでしょう。 

この静かな裏山に

ムササビ親子が暮ら

しています。 

この赤ちゃんが 何

年かたって「僕こんな

に大きくなったよ」な

どと元気な姿を見せ

てくれると嬉しいなと

思ったりもします。 

  

寒さの厳しい日々が続きますが、皆様お変わり

ないでしょうか。 

今年度は規模を縮小しながらも、少しずつ行事

を再開することができました。年末には４年ぶり

の餅つき大会を開催し、以前のような賑やかな年

末を過ごすことができ嬉しく思います。 

今後さらに賑やかな行事等をお伝えしてまい

りますので、来年度の広報誌もご期待ください。 

    

＊広報委員＊  事務職員 I 他、編集委員５名 

 

退散するムササビ 

杉の樹皮のベットでスヤスヤ 

 

物置下の片隅で鳴くばかり 

 

 

ムササビ一家が暮らす裏山 
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